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■ はじめに
　犬の全身型毛包虫症は、臨床の現場で遭遇する機会のある
病気２,３）の１つであり、国内では治療・予防の承認を得てい
る薬剤は存在していない。現在の治療方法４-８）としては、
アミトラズによる薬浴、イベルメクチンによる毎日の経口投
与・注射、モキシデクチンの経口投与、ミルベマイシンの
経口投与、ドラメクチン９,10）の注射等がある。また、マクロ
サイクリック・ラクトン系のエピノメクチンを毛包虫症のヤ
ギに滴下して治癒した報告 11）もあり、海外では、イミダク
ロプリドとモキシデクチンの滴下式の合剤１）が発売されて
いる。現状の問題点は、毎日の経口投与、薬剤の価格、注射
時の保定、痛み等があげられる。そこで今回、滴下式モキシ
デクチンを背部に滴下したところ、良好な経過が得られたの
で、その概要を報告する。
　モキシデクチン 12-14）とは、イベルメクチンと同系統のマ
クロサイクリック・ラクトン系に分類される薬剤であり、犬・
牛・馬 15）等で使用されている薬剤である。国内においては、
犬糸状虫症予防剤としてモキシデック錠 16）（共立製薬）、牛
の内・外部寄生虫駆除剤として滴下式のサイデクチンポアオ
ン 17）（共立製薬）が使用されている。
　牛用のイベルメクチン製剤 18）と比較し優れている点とし
ては、投与後、糞便を介して速やかに排泄・分解され環境に
優しい点 19）、油性基材なので雨でも投薬できる点、オステ
ルタール胃虫、牛肺虫おいては、それぞれ２週間長い35日間、
牛肺虫においては42日間効果が持続する点などがあげられ

る。理論上、ジェネリック製品が発売されている同じマクロ
サイクリック・ラクトン系のイベルメクチンでも同等の効果
がより経済的で得られると思われるが、イミダクロプリドと
の合剤がすでに海外で発売されていることを考慮し、今回は
モキシデクチンを使用した（写真１）。

症例： フレンチ・ブルドッグ、３カ月齢、未避妊雌、体
重2.5kg

● 主訴：脱毛、掻痒感、紅斑。
● 現病歴：生後２カ月頃より脱毛、紅斑、鱗屑等を伴う掻痒
感。

● 既往症：とくになし。
● 予防歴：混合ワクチン接種済。

　生後３カ月齢のフレンチ・ブルドッグの雌が全身性の脱毛・紅斑・鱗屑等のために来院した。全身の８カ所、前後左右肢、
眼周囲、口周囲、背部、腹部等に症状を呈していた。皮膚生検が困難だったことから、血液生化学検査、皮膚掻爬・被毛検
査を実施し、複数の部位より多数の毛包虫が検出されたため、若年性全身型毛包虫症と診断した。イミダクロプリドとモキ
シデクチン混合薬剤の背部への滴下は毛包虫症に効果があるとの報告１）があるが、今回は滴下式モキシデクチンのみを28
日間隔で２回（５mg/kg）滴下したところ、第７病日より毛包虫の数が減少し、第28病日には、皮膚掻爬・被毛検査におい
ては検出されなかった。再度、第28病日にモキシデクチンを滴下し、約２カ月後には脱毛・紅斑・鱗屑等が改善された。筆
者らは、成犬のアトピー性皮膚炎治療時にみられるステロイドによる毛包虫症等においても、滴下式モキシデクチンにより
同様の効果を得られるている。
　本法は、投薬が約１カ月に１回という手軽さ、簡便性、合剤では海外で適応症を取得している点などより、毛包虫症の治療・
予防の有効的な手段であると考えられる。
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写真１　使用した滴下式のサイデクチンポアオン
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● 生活環境：室内。
● 食事：市販のフード。
●  mdr１遺伝子：2006年Dowling13）が報告しているmdr１遺
伝子の該当犬種ではないために検査は実施していない。

● 臨床検査所見：全身の６カ所以上、前後肢の２カ所以上、
眼周囲、口周囲、背部等おいて脱毛、紅斑、鱗屑等が認め
られた。血液検査所見は、表１に示す。

　 　皮膚掻爬および被毛検査により多数の毛包虫が検出され
た。

診断

　若年性全身型毛包虫症。

治療および経過

　滴下式モキシデクチンを第０病日、第28病日に背部に
５mg/kg（５mg＝１mL）滴下した。第28病日には病変部
位より毛包虫は検出されなかったが、脱毛が改善されていな
かったため、再度背部に同量滴下した。第56病日には脱毛
が改善されたため治療を終了した（写真２～４）。
　各病日の皮膚掻爬検査・被毛検査の結果を表２に示した。

■

滴下式モキシデクチンで治療した犬の若年性全身型毛包虫症の１例

CBC
RBC  5.63×10６/μL　Hb  13.4g/dL　PCV 47.2％
MCV  83.8fL　MCH 23.8pg　MCHC  28.4g/dL
WBC（/μL） 8,300

血液生化学
ALT  42U/L　AST  ＜10U/L　Tcho  165mg/dL
TBil ＜0.2mg/dL　Glu 87mg/dL     BUN  23mg/dL

表１　血液検査所見　（第０病日）

第０病日：顔面（＋＋＋）、頸部（＋＋＋）、背部（＋＋＋）、腹部（＋＋＋）、左右前肢（＋＋＋）、左右後肢（＋＋＋）
第７病日：顔面（＋＋）、頸部（＋＋）、背部（＋）、腹部（＋）、左右前肢（＋）、左右後肢（＋）
第14病日：顔面（＋）、頸部（＋）、背部（－）、腹部（－）、右前肢（＋）、左前肢 /後肢（－）
第21病日：頸部（＋）　その他（－）
第28病日：すべて（－）

表２　皮膚掻爬検査・被毛検査の結果

頸部

写真２　症例（第０病日）：皮膚掻爬検査・被毛検査により顔面、頸部、背部、腹部、左右前肢、左右後肢すべてにおいて毛包虫（＋＋＋）
であった

顔面

写真３　第28病日：病変部位より毛包虫は検出されなかったが、
脱毛が改善されていなかった

写真４　第56病日：頸部。脱毛が改善された
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■ 考察
　犬の全身型毛包虫症は、臨床の現場では遭遇する可能性の
高い病気の１つである。若年性の発症年齢は３～18カ月齢
であり自然回復するともいわれているが、実際に全身型の症
状を呈している動物には治療が望まれる。海外においては７

週齢より使用できるイミダクロプリドとモキシデクチンの滴
下式の合剤が発売されているが、今回はモキシデクチン単剤
のみで治療を行ったところ、約２カ月後には脱毛も改善され
た。
　なお、本治療における問題点としては、①若年性の毛包虫
症の症例数が少ないこと、②長期における経過観察を行って
いないこと、③第０、７、14、28病日における皮膚掻爬検
査等では成虫のみを計測し、卵・幼虫・成虫等、各ステージ
の計測を実施していないこと、などがあげられる。有用な点
としては、価格も安価であり、注射時の保定、痛み等もなく、
約１カ月に１回という手軽さ、簡便性、合剤では海外で適応
症を取得している点などより、毛包虫症の治療・予防の有効
的な手段であると考えられる。
　また理論上、稀ではあるが猫の毛包虫症、犬糸状虫
症 20-22）にも効果があり、イミダクロプリドとモキシデクチ
ンの混合薬剤の犬においては、犬糸状虫症 23）、ミミヒゼンダ
ニ 24）、疥癬 24）25）、回虫の報告があり、また今回のモキシデ
クチン５mg/kgの１/10薬用量である500μg/kgのイベルメ
クチンの滴下式製剤 26）において疥癬の治療報告があるため、
今後さらなる検討を行い発表していきたいと考えている。
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